
    
 

 

 

●新規整備・改修 

 新規整備 　長岡ニュータウン運動公園　

　中之島体育館

　吉水運動広場（栃尾地域）

既存施設取得 　旧寺泊高校体育館

改　　修

 
 

●施設規模や内容に応じたバランス 

大規模大会などの開催が可能な施設は、立地条件や市外からも交通の便がよい場所に

配置されるべきであるため、市内全域にバランスよく配置することは困難である。 

しかし、市民のための身近なスポーツ施設は、利用者の利便性を踏まえて、それぞれ

の地域にバランスよく配置されるべきである。 

効果的な施設活用の一例として、市民ニーズの高いトレーニング施設は、現在不足し

ている地域が見られるが、既存体育館にトレーニング施設の整備が可能になれば、バラ

ンスよく配置される。 

 

【現状トレーニング施設】   →   【将来トレーニング施設】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 種目が限定されるスポーツ施設（プール、武道場、陸上競技場など）は、数多くの

施設を整備することが困難であるため、各地域のスポーツにおける歴史的背景なども

考慮しながら、検討しなければならない。 

●既存施設の利活用 

市民ニーズを反映しながら、既存施設に新たな機能を追加した「機能重視

型」の施設整備を検討する。 

 

●ソフト事業の展開・運営方法の見直し 

利用者数が少ないが運営費が高い施設、利用者数が多くても運営費が少ない

施設がある。適切な運営方法を検討し、各施設でニーズに合ったソフト事業を

展開することで、既存施設を有効に活用することが可能となる。 

 

●改修・整備計画 

 既存施設の利活用を図りながら、老朽化施設の改修時期や内容について検討

する。３０年以上経過した約２５％の施設については、廃止や統合も視野に入

れながら改修・整備スケジュールの検討を進める。 

【施設の経過年数別割合（H20現在）】 

●管理方法の見直し 

指定管理者制度の導入など、民間のノウハウ

を取り入れた管理運営が進められている施設等

の現状を踏まえながら、新たな制度の導入や、

ランニングコストの軽減を図る。 

（例）・地域住民やボランティアによる管理 

   ・ＮＰＯやスポーツクラブによる管理 

   ・種目別競技団体による管理 

 

●使用料の見直し 

現在、無料施設も多く、一律的な有料化への

取り組みには反対意見も予想される。また、有

料化することで新たに発生する費用等も考えら

れるが、今まで以上のサービスの向上を図り、

それに見合う適正な使用料を設定することが必

要である。 

 

●改修・整備計画の検討 

新しい施設の整備については、国、県などの

有効な補助制度の活用を検討する。 

また、既存施設の改修・大規模修繕について

は、現況を正確に把握し、計画的に実施する。 

市民アンケート調査 

●現況スポーツ施設の満足度（右記アンケート案参照） 

●施設使用料に対する市民意識 

●スポーツ施設の要望 

 

（案） 
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